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j 奈良市文化財保護条例と市指定文化財 i 
i 柚叫岨史のある，!.lrI'iであり 世界に誇れる州 の文化財があり i
Eます.ニれり支化財は いずれも弘たらの先住iが守り伝えてきた貴重な 8

l もので 未来の交化創造次基礎となる ものです. 市ではニれ句の文化財 E
iを大切に倣渡し 市民生活のヰlに生かしてい〈ために 阿初日年に 「奈 f
?以市文化対保趨粂例」を制定 し 日お叫カりはニの条例にもとづき 市 q

O指礼文化財の街乏をはじめました. 0 

6 市内にある指定文化財は 国五 重要文化財tをはじめとする国指定の 6

~ b (1)-/)'醐 11'， 1I!指定文化財1'J'14f1'IJり ニれに市制文化財"件帥， : 
X えると 781f干の多段にのぼ勺ていますOOH311l現夜).~ニのほか 市内 X

lにl鳩町ヲ文化ib'ff.I<'l..，ていて ζの中には文化財として価値の高い i
iものや奈良の州帥1るヲえで胞なものむ多くあり 市で{叫Mli哨を行って，，)t-t そ札して特に川川を持例奈制良l市1何附'
b 毛志:しています.

i 今回とりあげたのは判6f!までに指定した川州脱文化財です.i
L同月~~<><>~<><><>~<><><><><><><><>~<><><><><>å
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判 1剛 {を 削 富山判太吋織で

抑 f酬の0喝である 刷か.， ~_ ÀG') L'" 
とんらl1...tt'{>o耐の一勧種目似ので
時叫冊ηにh て叫と息わM .

"""..，，，，" c_~ ~ ，，，n 
絹本著色慾英和尚像 幽剥町帥剖

醐の崎泉肘釧糊臨胞劇4岬砂叫色rで緬蜘か村，れh.氏叩τか1叫る
a仰削削肉噛棚."山‘制蹴ミ叫山の叫叫亀に
，バ川e叫叩リ阿，の叫3川aギ相F引〆岨1兎隆欄糊4

t仏ム4皐Rと色に樋値が4街益，'. 
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正王両耐平半員企 《枇町}
江戸時代以怠 斤上町思代が記して

tきた町内'"ばであるが Kんに弁L・I
のことだけで"会C f(i司時代"'長良
町のようすがわかるe豊富な内存会嘘"
.: 1. Itてもo.a..，隆史資"である
即時代目膏炉問きれている

H由晶晶 (崎町畑，'j)
刷 m，に見神刊刊t'， O:"" 7片同州
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‘...一 ...~
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いる.

ひの，HIの官本遺仁4断t11 '1 
しRとものであ&が磁"

使q ている.

￥品3t証通PHのイチイガシ量極量 得""" 
"11 A悦}
イ"uシ1:. ~‘ 11 +<1) I、県占生旬している.はと 色
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